
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
開胸をせずに、カテーテルを用いて人工弁を大動脈弁の所まで持っていき、

バルーンを拡張させて、人工弁を圧着固定させる方法です。 

2002年にフランスで初めて行われました。 

侵襲が少ないので、手術ができない高リスクの方が対象になります。 

しかし、専用の特殊な手術室が必要なため、行える施設が限られるのが

欠点です。 

 

診療時間 

内科・循環器内科・リハビリテーション科 

〒500-8322 岐阜県岐阜市香取町 3-48  TEL：058-251-4452 

 

http://www.moriiin.com/ 

院長のブログ 
http://blog.livedoor.jp/moriiin5656/ 

ケータイ版はこちら→ 

 

使用する生体弁 
径大腿動脈挿入法 

Trans-Femoral(TF) 

径心尖部挿入法 

Trans-Apical(TA) 


